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本
国
に
そ
の
情
報
が
広
く
共
有
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
１
９
２
５
年
の
第
二
ア

ヘ
ン
条
約
で
初
め
て
国
際
的
な
大
麻
規
制

が
始
ま
る
と
、
28
年
に
は
英
国
内
で
全
面

的
な
栽
培
禁
止
と
な
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
ヘ
ン
プ
栽
培
が
解
禁
さ
れ

た
の
は
、
そ
れ
か
ら
65
年
経
た
93
年
の
こ

と
で
あ
る
。
欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
時
代

の
農
業
共
通
政
策
の
補
助
金
ス
キ
ー
ム
の

規
則
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）N

o.1308/70

の
亜
麻

と
大
麻
の
項
目
を
利
用
し
た
も
の
だ
っ

た
。
欧
州
全
体
で
認
め
ら
れ
た
規
則
が
あ

る
の
に
国
が
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
を
、

ヘ
ン
プ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
の
創
業
メ
ン

バ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
内
務
省
に
交
渉
を
迫
っ

た
の
だ
。

交
渉
の
結
果
、
補
助
金
制
度
と
Ｅ
Ｅ
Ｃ

規
則N

o.1164/89

（
低
Ｔ
Ｈ
Ｃ
品
種
の

栽
培
基
準
）
に
基
づ
い
た
免
許
制
度
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
社
は
栽
培

お
よ
び
加
工
の
免
許
を
内
務
省
か
ら
取
得

し
、
販
売
ル
ー
ト
を
先
駆
的
に
開
拓
し
て

い
っ
た
。

こ
の
一
連
の
出
来
事
に
よ
っ
て
、
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
一
度
も
禁
止
し
て
い
な
か
っ
た
欧

州
の
一
部
の
国
を
除
い
て
、
初
め
て
ヘ
ン

プ
栽
培
が
解
禁
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、オ
ラ
ン
ダ
（
94
年
）、オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ド
イ
ツ
（
と
も
に
96
年
）、
イ
タ
リ
ア

（
02
年
）
と
ヘ
ン
プ
栽
培
を
解
禁
す
る
国

が
増
え
て
い
っ
た
。

の
栽
培
地
域
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
の
す
べ
て
の
地
域
に
渡
っ
て
い
た
。

ち
な
み
に
、
ヘ
ン
プ
（hem

p

）
と
い

う
言
葉
は
、
ケ
ル
ト
語
と
ア
ン
グ
ロ
・
サ

ク
ソ
ン
語
（
古
い
英
語
）
に
由
来
す
る
。

ド
イ
ツ
語
の
「
ハ
ン
フ
（hanf

）」、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
語
の
「
ハ
ン
パ
（ham

pa

）」、

デ
ン
マ
ー
ク
語
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
の
「
ハ

ン
プ
（ham

p

）」
は
そ
の
派
生
語
で
あ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
南
部
に
あ
る
ハ
ン
プ
シ

ャ
ー
（H

am
pshire

）
と
い
う
町
に
は
、

英
海
軍
の
拠
点
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
軍
港
が
あ

り
、
ヘ
ン
プ
と
の
結
び
つ
き
が
地
名
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。

先
駆
的
企
業
が
開
拓
し
た
　

欧
州
初
の
栽
培
解
禁

ほ
か
の
西
欧
諸
国
と
同
じ
く
、
19
世
紀

の
帆
船
か
ら
蒸
気
船
へ
の
変
化
は
ヘ
ン
プ

の
需
要
減
少
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
、

植
民
地
で
の
コ
ッ
ト
ン
（
綿
花
）
の
普
及

が
追
い
打
ち
を
か
け
、
ニ
ッ
チ
な
衣
料
品

市
場
（
軍
服
や
作
業
服
）
や
キ
ャ
ン
バ
ス

生
地
な
ど
の
屋
外
用
品
、
室
内
装
飾
品
を

含
む
そ
の
他
の
耐
摩
耗
性
の
あ
る
繊
維
市

場
の
み
に
縮
小
し
た
。

19
世
紀
末
に
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ

る
イ
ン
ド
で
は
、
本
格
的
な
学
術
調
査
に

基
づ
く
『
イ
ン
ド
大
麻
委
員
会
報
告
』
に

お
い
て
、「
大
麻
＝
悪
」
と
い
う
考
え
方

が
迷
信
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
が
、

大
英
帝
国
の
軍
需
と
貿
易
で

栄
え
た
ヘ
ン
プ
栽
培

山
岳
地
が
少
な
く
、
国
土
の
約
７
割
を

農
用
地
面
積
が
占
め
る
イ
ギ
リ
ス
。
農
業

の
労
働
人
口
は
２
％
以
下
だ
が
、
食
料
自

給
率
は
70
％
を
超
え
て
い
る
。
こ
れ
は
二

度
の
世
界
大
戦
で
深
刻
な
食
料
不
足
に
陥

っ
た
経
験
か
ら
、
食
料
自
給
の
重
要
性
を

認
識
し
、
自
給
率
を
高
め
る
政
策
を
推
進

し
た
か
ら
で
あ
る
。

同
国
で
は
、
ヘ
ン
プ
は
紀
元
前
８
０
０

年
頃
に
ア
ジ
ア
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
最
も
古
い
記
録
は
、
ケ
ル
ト

王
女
が
女
性
に
ヘ
ン
プ
を
縫
い
織
り
す
る

こ
と
を
教
え
た
と
い
う
も
の
だ
。
ヘ
ン
プ

の
栽
培
と
利
用
の
全
盛
期
は
、
エ
リ
ザ
ベ

ス
朝
時
代（
約
１
５
５
０
～
１
６
０
０
年
）

以
降
、
19
世
紀
半
ば
ま
で
続
い
た
。
こ
の

期
間
は
、
大
英
帝
国
が
勢
力
拡
大
の
た
め

に
海
軍
や
商
用
船
に
ヘ
ン
プ
を
多
く
用
い

て
い
た
時
代
で
、
船
の
帆
や
船
具
、
ロ
ー

プ
（
縄
）、
貨
物
を
運
ぶ
た
め
の
サ
ッ
ク
、

船
員
の
服
な
ど
、
用
途
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ

た
。ヘ

ン
プ
の
軍
需
と
貿
易
へ
の
貢
献
度
が

高
か
っ
た
た
め
、
原
料
供
給
に
も
国
家
的

な
力
が
及
ん
で
い
た
。
ヘ
ン
リ
ー
８
世
の

治
政
下
で
は
、
農
場
に
60
エ
ー
カ
ー
（
約

24
・
３
ha
）
当
た
り
4
分
の
1
の
15
エ
ー

カ
ー
（
約
６�

ha
）
で
ヘ
ン
プ
を
作
付
け
す

る
こ
と
が
強
制
さ
れ
た
。
当
時
の
ヘ
ン
プ

イギリス⑴
欧州で最初に栽培を解禁し
ヘンプ産業の黎明期を支えた国
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自
動
車
や
化
粧
品
な
ど
の 

環
境
に
や
さ
し
い
話
題
商
品
に

ヘ
ン
プ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
は
、
ヘ
ン

プ
の
繊
維
と
オ
ガ
ラ
（
麻
幹
）
を
分
離
す

る
廃
棄
物
ゼ
ロ
の
一
次
加
工
シ
ス
テ
ム

（
図
１
）
を
構
築
し
、
従
来
の
紙
パ
ル
プ

の
需
要
以
外
の
用
途
を
開
拓
し
て
い
っ
た

（
表
１
）。
と
く
に
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
英
国
ロ
ー
タ
ス
社
の
08
年
版

ロ
ー
タ
ス
・
エ
コ
・
エ
リ
ー
ゼ
は
、
ボ
デ

ィ
ー
パ
ネ
ル
、
ス
ポ
イ
ラ
ー
、
シ
ー
ト
な

ど
の
素
材
の
一
部
に
ヘ
ン
プ
素
材
を
使

い
、
使
用
す
る
電
気
を
屋
根
の
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
か
ら
供
給
す
る
な
ど
環
境
に
配
慮

し
た
仕
様
の
車
を
発
表
し
、
大
き
な
話
題

と
な
っ
た
（
図
２
）。

ッ
ク
女
史
が
創
業
し
た
化
粧
品
会
社
で
あ

る
「
ザ
・
ボ
デ
ィ
・
シ
ョ
ッ
プ
」
だ
。
環

境
保
護
や
化
粧
品
の
動
物
実
験
反
対
を
熱

心
に
活
動
し
て
お
り
、
98
年
に
ヘ
ン
プ
シ

ー
ド
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ス
キ
ン
ケ
ア
商
品

（
図
４
）
を
発
売
し
た
と
き
も
、
警
察
か

ら
襲
撃
を
受
け
た
り
、
脅
迫
さ
れ
た
り
、

当
時
の
香
港
と
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
警
察
当

局
と
折
り
合
い
が
つ
か
ず
に
販
売
停
止
と

な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
環
境
に
や
さ

し
く
肌
の
保
湿
に
良
い
ヘ
ン
プ
シ
リ
ー
ズ

の
商
品
を
通
じ
て
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
と
ヘ
ン

プ
の
違
い
を
根
気
よ
く
ア
ピ
ー
ル
し
宿
命

的
な
ス
テ
ィ
グ
マ
（
汚
名
烙
印
）
と
熱
心

に
闘
っ
た
。
日
本
の
税
関
と
も
粘
り
強
い

交
渉
を
行
な
い
、
99
年
に
輸
入
販
売
が
許

可
さ
れ
て
以
来
、
今
日
で
も
ロ
ン
グ
セ
ラ

ー
商
品
と
し
て
購
入
可
能
な
状
況
に
あ

る
。

ヘ
ン
プ
業
界
へ
の
貢
献
度
も
大
き
く
、

94
年
か
ら
年
2
回
発
行
さ
れ
た
ヘ
ン
プ
産

業
の
学
術
専
門
誌『
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

ヘ
ン
プ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
協
力
し
（
図

３
）、
00
年
に
設
立
し
た
業
界
団
体
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
産
業
用
ヘ
ン
プ
協
会
（
Ｅ
Ｉ
Ｈ

Ａ
）
に
も
参
画
。
40
軒
の
農
家
と
約
１
４

０
０
ha
の
栽
培
を
手
が
け
、
国
内
お
よ
び

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
市
場
開
拓
に
尽
力
し
た

同
社
は
、
ヘ
ン
プ
産
業
へ
の
一
定
の
貢
献

を
果
た
し
た
と
し
て
13
年
に
廃
業
し
た
。

な
お
、
前
述
の
ヘ
ン
プ
専
門
誌
は
、
09
年

以
降
は
『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
・
ナ
チ
ュ

ラ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
ズ
』
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
。

社
会
に
対
し
て
、
ヘ
ン
プ
産
業
の
展
開

に
貢
献
し
た
も
う
一
社
の
取
り
組
み
も
紹

介
し
た
い
。
イ
ギ
リ
ス
に
本
社
拠
点
が
あ

り
、
社
会
起
業
家
の
ア
ニ
ー
タ
・
ロ
デ
ィ

図４：  「ザ・ボディ・ショップ」のヘンプオイルを
使用した商品群

図３：  ヘンプ産業の学術専門誌『インダストリアル・
ヘンプ・ジャーナル』の表紙

麻茎
（100％）

麻幹
（55％）

麻繊維
（28％）

損失した
材料／水分

（2％）

その他
（15％）

工業用繊維 長さ15～80㎜（28％）

短繊維 長さ10～20㎜（4％）

極短繊維 長さ  1～ 2㎜（3％）

繊維粉末（ダスト）   （11％）

繊維くず （2％）

金属、石、木片残渣物 （2％）

繊維粉末（ダスト）   （0.1％）

図１：ヘンプ・テクノロジー社の廃棄物ゼロの一次加工システム

原　料 用途別のシェア

繊　維 製紙パルプ原料55％、住宅用断熱材26％、複合素材
（自動車内装材など）14％、その他（栽培用マットなど）

オガラ
（麻 幹）

馬の敷料45％、他の動物用敷料17％、建材15％、
その他（１次加工場の熱利用、パーティクルボード）

麻の実 飼料67％、食用オイル15％、食品13％、その他
（化粧品など）

花　穂 精油、医療用原料

表１：ヨーロッパのヘンプの用途（2015年）

図２：ヘンプ繊維を利用した2008年版ロータス・エコ・エリーゼ


